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【発刊に際しての委員長推薦のことば】

水力発電所機器専門委員会

委員長 神奈川大学紛受中西 裕二

電気協同研究第42巻第2号「水車付属設備の設計指針J （以下、電協研第42巻2号とい

う）は、中小水力発電所（概ね1,000～20,OOOkW）を対象とした水車付属設備の設計の指南

書として昭和61年に発刊され、それ以降、数多くの水力発電所の新設工事あるいは改修工

事等に活用されてきた。その問、ユーザ各社で、は、品質とコストのバランスを勘案しながら、

新技術の導入や合理化を図った設備形成を目指してきでいるが、これらが明確となった指針

がこれまで、なかった。 また、電協研第42巻2号は、前述のとおり中小水力発電所の水車の

付属設備の設計指針であり、揚水発電所および発電機の付属装置について触れられていなか

った。

したがって、電協研第42巻第2号の適用範囲を揚水発電所にまで拡大し、また、発電機

の付属装置を盛り込み、更に各社の新技術の導入や合理化の実績を反映することで、水力発

電分野に携わる多くの技術者のみなさまへ品質の維持と設備の合理化ならびにコストダウ

ンなど、本指針が、付属設備の設計に必要な情報をお届けできることで、今後の水力発電の

更なる発展に寄与できることを切に願うものである。

本指針に記載した設備は、以下のとおりである。 なお、＊は、電協研第42巻第2号から追

加した章を示す。

入口弁、調速機、圧油装置、空気圧縮装置 ＊、電動サーボモータ ・ 電動入口弁 ＊、潤滑油

装置、給水装置、排水装置、付属装置用電動機、励磁装置 ＊、可変速二次励磁装置 ＊、 揚水

始動装置 ＊
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(a）揚水始動装置を揚水発電所の付属設備とし，電気協同研究第30巻第l号 「揚水発電所の機器計画J
（以下， 電協研第30巻第l号という） を参考にし， 本指針に盛り込んだ。

(b）揚水始動装置をサイリスタ始動方式， 同期始動方式 3 起動用電動機直結始動方式， 制動巻線始動
方式に加えて， タンデム始動方式， 二次励磁可変速揚水発電システムにおける自己始動方式に分類し
た。なお，低周波始動方式については国内での採用実績がないことから本指針では盛り込まなかった。
(c）日本国内における揚水発電所の始動方式の採用実績を調査し整理した。
(d） 「設計事項jの節では， 近年， 一般的に採用されているサイリスタ始動装置について説明した。
(e）「システム要項Jの項では， サイリスタ始動装置の始動時間， 容量計算について記載した。
(f） 「設計の合理化jの節では， 「昇圧変圧器方式Jと「水冷方式によるコンパクト化」を記載した。

1 3. 制圧機
(1）電協研第42巻第2号では3 技術的， 経済的観点から制圧機の採用例がなく， 電力会社各社も制圧
機を採用しないことを原則としているので本文から添付資料に移行された。 本指針では， 今後， 新規
に設置されることはないものの， 既存制圧機の撤去工事を考慮し， 制圧機を撤去する場合の留意事項
を中心に添付資料にまとめた。

以　上
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